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ＳＡＪには技術章検定という制度があ
る。５級から始まって１級に至る、俗に
言うバッジテストだ。１級をとる頃には
その上をねらいたくなる。指導員検定と
いうのがある。準指、指導員と呼ばれる、
あの資格だ。 
 現在どの位置に居るかで、そのスキー
ヤーの技術程度を想定することができる。
また初対面の場合の位置付けにもなって
いる。ま、そのクラス程度の技術なんだ
ろうな、という評価だ。 
 級別テストの場合は、１つ１つの段階
を経て上級に移行するわけではなく、５
級だった人がご無沙汰で現れて、その検
定で4、3を飛ばして２級に合格してしま
うことだって有り得る。しきりにスキー
に行っていたけど、検定の機会に恵まれ
なかった、ということだ。 
 しかし、突然の１級というのは無い。
１級を受けるためには、２級を持ってい
ることが前提だから。また非常に特殊な
場合を除いて、準指飛ばしの指導員とい
うこともあり得ない。 
 ＳＡＪでは整然と組まれたこのような
検定制度が出来上がっている。これがこ
のスポーツの伝統であり、歴史であると
言えるのだろう。 
※ 
 さて、指導員制度は昭和１４年暮、つ
まり昭和１５年シーズンからだが、それ
から６２年も経つから資格者の合計数を
言ってもせんないこと、現在実働してい
るインストラクターの現役は、概ね３万
５千人ほどであろうと言われている。 
 ここで私はいつも考え込んでしまう。
この３万５千人はほんとにその資格にふ

さわしい場を得て、好きな自分の道のた
めに活躍しているのであろうか。裏返せ
ば、このように多くの立派な資格者を持
つ、冬の代表のスポーツがかくも低迷し
ているのは、ほんとに不可思議千万では
ないか。 
 活動の原動力であるべき若い準指に聞
いて見る。 
「準指とって、一生懸命教えてるか
ね？」 
「やってません。その機会が無いので
す。相手が生徒になりたがりません。教
わりたくない人を無理に教えようたって
ー」 
 教えたい教師、教わりたくない生徒。 
 スキーそのものが面白くないのか？ 
そんなわけは無い。不況が原因で、また
はリストラが怖くてスキーどころでは無
いのか？ それもあるだろうけどスキー
界にある先生ＶＳ生徒の、更に言えば古
年兵教官ＶＳ初年兵の図式が、当世の世
相に合わないのではないか。 
 スキー低迷のほんとの理由は、こんな
所にもあるのでは無いか。 
 
 スキーは技術の要素の多いスポーツだ。
だからスキーヤーが年配になって体力は
年々落ちても､うまいヤツはやっぱりうま
い。だから「このスポーツは落下スポー
ツで息を切ってやる体力スポーツとは違
い、中高年に向くスポーツの筆頭なので
す」の説を唱える人も少なくない。 
 技術の習得。これが大事なスポーツな
のにビギナーは何でスキー技術をおぼえ
るのだろう。 
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 「ビデオで充分に研究しました。理論
は分かり切っています。でも自分には出
来ません」と言う。当たり前だ。ビデオ
の主役は超ベテランで、高速連続小回り
の妙技を披露しているだけだ。時には自
慢しているだけというのもある。それに
至るまでのプロセスが総て省かれている。
これが一番大切なのに。 
 こうなると転ぶ。転んだらこう起きる。
転ばないためにはこうする。その説明が
大事なことなのだ。ビデオの高級技術を
百回見たってどうにもならぬ。 
 この人に必要なのはスキーのお兄さん、
お姉さん、スキーのオジさんの人脈だ。
用具の買い方からゲレンデでの身近な指
導まで見てくれる、こんな人脈に恵まれ
た人は回を重ねて「今度は１級に挑戦」
なんてことになる。 
※ 
 ちなみにオレ、パソコンにＤＶＤを組
みこんだ。凄いもんだねえ､簡素なシステ
ム、操作､鮮明度､ディスクの容量、値段。

ビデオなんて全然遅れている。 
 スキーのＤＶＤディスクを探して見た。
どこにも見当たらぬ。サッカーなら山ほ
どある。サーフィンも各種、スノーホー
ドもある。なのにスキーは無い。それだ
け人気が薄いということか。大先生の言
う「スキーは冬のスポーツの王者であ
る」と言うのはウソなのか。 
 スノーボードのＤＶＤディスクを繰返
し丹念に見た。もちろんこのスポーツの
宣伝も礼賛もたっぷり盛られている。し
かし、いつかこのスポーツの操作が分か
ってきた。スノボのお兄さん的感覚の説
明が馴染み易い。 
 スキーは固いんだ。簡単に言えば済む
ことを大学の助教授の論文みたいにしゃ
べる。教程マニュアルの棒呑み伝達がア
カデミックだと勘違いしている。 
 スキークラブの活性化が叫ばれている。 
 どう活性化する。スキーのお兄さん、
お姉さんをともかく集める。活動の場を
与える。すべてがそこから出発する 
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